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冬至は昔から、れんこん、にんじん、なんきんといった「ん」の重なるものを食べて
運氣を上げよう！という風習があります。

てことでよくばりな方は、甜麺醤（てんめんじゃん）を効かせた担々麺（たんたんめん）に
天津飯（てんしんはん）と棒棒鶏（ばんばんじい）

デザートには杏仁豆腐（あんにんどうふ）の「冬至わんぱくセット」なんていかがでしょ。

妄想の冬。今月もよろしくお願いします。 （ゆらね 三木哲哉）

　
　　　ゆらねの主な予定

　　　12/08（土）　復習会＆ゆらパ
　　　12/15（土）　出張推拿＠マルシェノグチさん（京都二条）
　　　1/11（金）　酒×初占＠おさけカフェpetit*petitさん
　　　1/18（金）20（日）　数秘のワーク2019

　　　興味のあるイベントがあったら、お氣軽にご参加ください
　　　詳しくは http://www.yurane-seitai.com/

　　　　
　
太
谿
の
名
の
由
来

　
　
こ
の
場
所
に
触
れ
る
と

　
　
脈
の
拍
動
が
大
き
く

　
　
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に

　
　
腎
水
が
大
き
な
渓
流
と

　
　
な
っ

て
注
ぎ
込
む
場
所
な

　
　
イ
メ
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ジ
で
す
。
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場
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内
く
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ぶ
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。
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旬
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け
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）
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冬
は
腎
を
養
う
季
節
。

　　
　
そ
ん
な
腎
の
原
穴
（

と
て
も
大
切
な
ツ
ボ
）

　
　
で
あ
る
太
谿
は
、

腎
に
関
す
る
諸
症
状
を

　
　
ケ
ア
し
て
く
れ
ま
す
。

　
　
五
行
で
は
「

水
」

の
エ
レ
メ
ン
ト
に
属
す

　
　
腎
は
、

カ
ラ
ダ
の
潤
い
と
大
き
く
関
わ
っ

　
　
て
い
ま
す
。

　
　
頭
痛
、

め
ま
い
、

耳
鳴
り
、

不
眠
、

難
聴

　
　
と
い
っ

た
潤
い
の
不
足
（

陰
虚
）

が
原
因

　
　
の
症
状
の
際
に
は
と
て
も
よ
く
使
い
ま
す
。

　　
　
ま
た
「

腎
」

は
生
長
、

生
殖
を
司
る
場
所

　
　
な
の
で
、

男
性
の
場
合
は
、

E
D
、

早
漏

　
　
無
精
子
、

女
性
の
場
合
は
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無
月
経
や
排
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で
き
な
い
こ
と
に
よ
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不
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い
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た

　
　
時
の
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に
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わ
れ
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こ
と
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あ
り
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。
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一
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で
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。
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ツ
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使
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ボ
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う
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あ
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え
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と
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。

　
　
な
の
で
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足
ツ
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と
い
う

　
　
言
い
方
が
厳
密
に
い
え
ば
、

　
　
不
正
確
な
表
現
で
す
。

　
　
ツ
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は
ポ
イ
ン
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あ
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反
射
区
は
ゾ
ー

ン
な
の
で

　
　
考
え
方
が
そ
も
そ
も
違
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ま
す
し
理
論
も
別
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で
す
。

　
　
た
だ
効
果
と
し
て
似
て
い
る

　
　
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
。

　
　
例
え
ば
、

今
回
の
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太
谿
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に
当
た
る
場
所
は
反
射
区
で

　
　
言
え
ば
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子
宮
・
前
立
腺
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に
該
当
し
ま
す
（

流
派
に
よ

　
　
り
多
少
違
い
は
あ
り
ま
す
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そ
う
い
っ

た
共
通
項
を
見
つ

　
　
け
た
時
っ

て
結
構
う
れ
し
い

　
　
も
ん
で
す
。

　
　
生
命
を
宿
す
場
所
。

　
　
そ
ん
な
こ
と
を
思
う
と
な
お

　
　
さ
ら
「

太
谿
」

が
愛
お
し
く

　
　
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

三
）

　　

　
　　　暦とカラダのお話会 2019春

　　　2/2（土）交野市、2/7（木）京都市にて

　　　暦（こよみ）は日読み（かよみ）
　　　旧暦、二十四節氣、祭事のことなど
　　　一緒に日を読んでみませんか！！

　　　ご興味のある方は、お声掛けくださ～い
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子
、

ミ
カ
ン
が
大
好
き
な
今
日
こ
の
頃
。

  
 

私
は
お
店
に
行
っ

て
は
重
た
い
ミ
カ
ン
ば
か
り
買
っ

て
い
る
。

 
 

和
歌
山
の
、

小
粒
、

が
割
と
好
み
。

つ
い
最
近
ま
で
バ
ナ
ナ
だ

 
 
っ

た
の
が
ミ
カ
ン
に
な
っ

て
、

こ
の
子
季
節
感
あ
る
や
ー

ん
と

 
 

思
っ

た
り
し
て
。

  
 

ふ
と
自
分
の
小
さ
か
っ

た
頃
を
思
い
出
す
と
、

ス
ー

パ
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で
ミ

 
 
カ
ン
一
袋
買
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と
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な
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な
い
！
！
家
に
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た
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、
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に
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そ
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が
普
段
ス
ト
ー

ブ
入
っ

て
な
い
寒
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屋
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廊
下
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外
み
た
い
な
と
こ
ろ
に
置
い
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あ
っ

て
、

そ
れ
で
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で
下

 
 

の
や
つ
が
腐
っ

て
く
る
か
ら
上
下
ひ
っ

く
り
返
し
た
り
し
な
が

 
 
ら
ひ
た
す
ら
食
べ
て
た
な
あ
。

 
 

お
正
月
と
か
暇
や
か
ら
一
日
十
個
と
か
平
気
で
食
べ
て
て
、

暇

 
 

や
か
ら
白
い
皮
を
め
ち
ゃ

く
ち
ゃ

綺
麗
に
剥
が
し
て
食
べ
る
、

 
 

み
た
い
な
の
を
妹
と
競
っ

て
た
な
あ
。

 
 
あ
と
関
係
な
い
け
ど
ア
ー

モ
ン
ド
を
前
歯
で
削
り
な
が
ら
ど
れ

 
 

だ
け
遅
く
食
べ
ら
れ
る
か
っ

て
い
う
「

遅
い
も
ん
勝
ち
」

と
い

 
 
う
姉
妹
の
定
番
ゲ
ー

ム
が
あ
っ

た
（

笑
）

こ
ん
な
く
だ
ら
な
い

 
 

ゲ
ー

ム
を
何
年
も
何
年
も
や
っ

て
い
ら
れ
る
よ
う
な
妹
が
い
て

 
 
く
れ
て
よ
か
っ

た
と
い
つ
も
思
う
。

  
 

日
々
の
子
育
て
に
全
然
余
裕
が
な
く
て
い
つ
も
ば
た
ば
た
し
て

 
 

い
て
可
愛
い
の
に
大
変
の
ほ
う
が
勝
る
時
も
よ
く
あ
る
し
へ
こ

 
 

ん
で
し
ま
う
こ
と
だ
ら
け
で
そ
ん
な
ん
し
て
た
ら
熱
が
出
て
、

 
 

少
し
ゆ
っ

く
り
さ
せ
て
も
ら
っ

た
ら
ち
ょ
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と
楽
に
な
っ

た
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が
す
る
。
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ホ
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あ
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毎
年
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あ
と
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。
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昔
は
ラ
イ
ブ
に
行
っ

た
ら
、

帰
宅
途
中

　
　
キ
ー

ン
と
耳
鳴
り
し
て
た
も
ん
で
す
が

　
　
今
や
ま
っ

た
く
そ
ん
な
兆
候
も
な
く
。
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絶
対
今
年
は
年
末
に
無
理
は
し
ま
せ
ん

 
 

旧
暦
で
ゆ
っ

く
り
と
春
を
迎
え
た
い
と

 
 

思
い
ま
す
（

元
旦
か
ら
熱
出
し
た
の
で

 
 

反
省
…
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　　　【文・編集】　ゆらね推拿担当 三木哲哉

　　　陰陽五行の自然観を学びながら、
　　　整体や養生のことをお伝えしています。
　　　出張施術・講座などお氣軽にお声掛けください。
　　　tetsuya.miki@yurane-seitai.com

　　　【新聞連載】　「ちいさないきもの」担当　mu-ran

　　　中医学の考えをベースに日々楽しく暮らしています。
　　　家スイナ、移動スイナ、夜スイナは現在育児休業中ですが、
　　　臨機応変に対応致します。
 
　　　tel 09096113230  mail　ikumi-n.13@ezweb.ne.jp
　　　twitter　＠mimiosumaseva

　　　★　無いが故に
　
　　　先日京都国立博物館へ
　　　刀剣を集めた展覧会に行ってきました。

　　　母も行ったそうで感想を聞いたら
　　　「長いか短いかくらいしかわからんかったわ～」
　　　と言ってました。僕もそんな感じでした。笑

　　　西洋が決して真似することが出来ないといわれる
　　　日本の刀剣。それは鉄を溶かすための鉱石（コークス）が
　　　無かったため、身近で手に入る木炭を使って、叩いたり、
　　　水入れしたりしながら、あのようなモノを作り出した

　　　無いが故に工夫し技術を高めた結果生まれたモノ

　　　あるということがいつだってよいとは限らない
　　　無いが故に考え、工夫し、その持っている可能性を
　　　最大限に引き出してくれる・・・

　　　生を養うことだって、きっとそんな感じなんだろうな
　　　なんてことを思いながら、博物館を後にしました。
　　　しかし人、多かった～。汗
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（三）


